滝川市教育委員会後援名義使用承認事務取扱要綱

（趣旨）

第１条　この要綱は、滝川市教育委員会（以下「委員会」という。）が委員会以外のものの行う事業（以下「事業」という。）について、後援の名義使用を承認することに関し、必要な事項を定めるものとする。

（定義等）

第２条　この要綱において「後援」とは、事業の目的及び内容に賛同し、後援の名義を与えることをいう。

２　後援に使用する名義（以下「後援名義」という。）は、「滝川市教育委員会」とする。

３　後援名義の使用期間は、原則として承認した日から当該事業終了の日までとする。

（後援名義承認の基準）

第３条　後援名義の使用承認については、次に掲げる基準によるものとする。

(１)　主催者の要件

ア　国若しくは地方公共団体又はこれらに準ずるもの

イ　学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づく学校（専修学校及び各種学校を含む。）又は学校法人

ウ　公益法人及びこれに準ずる団体（営利を目的としない団体、ＮＰＯ等）

エ　市内を活動拠点とし、又は市内に事務所を置き、地域の活性化及び住民の福祉等を目的として組織され、現に活動している団体（滝川市の教育、学術及び生涯学習の向上及び普及等に寄与することが認められる事業を実施する市外の団体を含む。）

オ　アからエまでに掲げるもののほか、特に教育長が認めるもの

(２)　事業の要件

事業の内容が、滝川市の教育、学術及び生涯学習の向上及び普及に寄与すると認められるものであって、公益性のあるものであること。ただし、次のいずれかに該当するときは、承認しないものとする。

ア　政治的活動又は宗教的活動を主たる目的として含むもの

イ　営利、商業宣伝活動又は売名を主たる目的として含むもの

ウ　特定の者を対象とするもの。ただし、当該事業の効果が広く市民に波及すると認められるものについては、この限りではない。

エ　委員会の方針、施策その他これらに類するものに反するもの

オ　法令若しくは公序良俗に反し、又はそのおそれがあるもの

カ　アからオまでに掲げるもののほか、特に教育長が適当でないと認めるもの

　（承認）

第４条　後援名義を使用しようとする者は、事業を実施しようとする日の原則１月前までに滝川市教育委員会後援名義使用承認申請書（別記第１号様式）又は当該申請書に記載を要する事項を記した書面を提出し、教育長の承認を受けなければならない。

２　教育長は、前条に掲げる基準を満たす場合は、後援名義の使用を承認することとし、申請者に滝川市教育委員会後援名義使用承認通知書（別記第２号様式）を交付する。

（不承認及び取消し）

第５条　教育長は、後援名義の使用承認の申請について、第３条に掲げる基準を満たさない場合は、後援名義の使用を不承認とし、申請者に滝川市教育委員会後援名義使用不承認通知書（別記第３号様式）により不承認の理由を付記して通知するものとする。

２　教育長は、後援名義の使用承認後、虚偽の申請等により、第３条に掲げる基準を満たさないことが明らかとなったときは、前条の規定により行った承認を取り消すことができる。この場合において、教育長は、申請者に滝川市教育委員会後援名義使用取消通知書（別記第４号様式）により取消しを通知するものとする。

（補則）

第６条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。

附　則

この要綱は、平成31年４月１日から施行する。

